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（富山大学特殊講義「銀行論」第 11 回）

2014 年 6 月 27 日

（折谷吉治）

金 融 シ ス テ ム に お け る 銀 行 の 存 在 理 由
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Ⅰ . 金融システムとは？

1.「金融」とは？

（ 1)「金融の木」

①地上の構造（幹、枝葉、花）→金利、為替相場

②地下の構造（根の構造）→「市場（金融）インフラ」

〃 （ 岩盤 ）→ 法制度、会計制度、 IT 等

（ 2)狭義の「金融」＝資金の融通＝「ファイナンス ( finance)」

―狭義の「金融」の価格→金利

（ 3)広義の「金融」＝①狭義の「金融」＋②決済（代金の支払い、証券の受渡し）＋③通

貨の交換（外国為替≒両替）＋④証券の売買＋④デリバティブ（リスク再配分）

（ 4)より広義の「金融」＝「金融機関」の提供するサービス全て。

― M&A（合併・吸収）なども含む、金融付随業務。

2. 金融システムの構造

（定義）

―「金融制度」とほぼ同義ながら、最近は「金融システム」ということが多い。

―「システム」→「構成要素」が「有機的に結びつき」、特定の機能を発揮するもの。

「構成要素」を何とみるか？によって、 2 つの捉え方。

（ 1）捉え方 A

①構成要素：銀行などの金融機関

②有機的結びつき（広い意味でのネットワーク）：インターバンク決済システム＋イン

ターバンク取引＋社会心理（銀行や金融システムに対する信認）

（ 2）捉え方 B

①構成要素：金融市場

②有機的結びつき：市場間裁定＋市場心理（市場参加者に対する信認）
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3. 金融取引の分類方法―「相対型」と「市場型」

A.相対型 B.市場型

具体例 銀行貸出 為替市場、証券市場

情報の公開 私的情報 公開情報

取引関係 長期的関係 短期的関係

情報生産 専門家の審査、交渉 市場参加者

インフラの構築 比較的容易 高度の仕組（取引所など）

インフラの費用負担 当事者 公共財的

A. 相対型

①定義： 2 人の取引主体は、互いに相手方が誰であるかを識別したうえで、取引を行う

市場。

②取引の性格：取引当事者の関係が深い（例えば、 relationship banking ＜リレ・バン＞）。

③主たる担い手：銀行

B.市場型（通常の意味での市場＜狭義の金融市場＞）

① 定義：多数 の取引者 による競り 合い（ auction）によって取 引を行う市場。組織され た

市場、具体的には取引所など。

②取引の性格：取引の対象が規格化（標準化）されており、同質的。取引相手の匿名性。

③主たる担い手：証券会社

4. インターバンク市場と対顧客市場（「 2 階層金融システム」）

＊銀行は対顧客市場で競争しつつ、インターバンク市場では協力。

（ 1)基本構造

―現代の金融システムは、中央銀行と民間銀行から成る「 2 階層金融システム」。

（ 2)インターバンク市場

―銀行だけで取引する市場（「インターバンク取引」、「インターバンクシステム」とも

呼ぶ）。

（ 3)対顧客市場

―企 業、個 人など 金融機 関の顧客 との取引 する市場（「 対顧取 引」、「対顧シス テム」）

とも）。

（ 4)なぜ「 2 階層金融システム」となったか？

―「 1 階層金融システム」は、金融システムの「取引コスト」からみて非効率（後述 II.3.(1)

および菊澤(2006)を参照）。
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―歴 史的に は、中 央銀行がな く民間銀行 だけの「 1 階層金 融システ ム」（フ リーバンキ

ン グ・シ ステム →明治初期 の日本）や 中央銀行 だけの「 1 階層金 融システム」（モノ バ

ンク・システム→社会主義国）が存在した。

＊このことを折谷（ 2014）では、取引コスト経済学に基づき詳細に分析。

Ⅱ . なぜ銀行は存在するか？

（結論）

―伝統的理由：①資金仲介＋②決済

―戦略的理由：①お金＋②情報＋③信頼（信用）

1. 理論的理由

1.1.基本的な理由

（ 1)通貨創造機能

―「通貨創造機能」とは、銀行が貸出しを通じて新たな預金を生み出し、それがまた新

たな貸出しにつながること。

―「 預金 が 通貨 にな る（ ＝ 預金 通貨 ）」こ と、 すな わち 預金が 「通 貨（ マネ ー）」と し

て「一般受容性(general acceptability)」をもつことが根源的理由。

＊「ビットコイン（暗号通貨）」は、お金か？→ Yes and No.（「Moneyness（お金らしさ）」

の問題）。ビットコインに対する「信頼」が、どうなるかにかかっている。

（ 2)情報の生産

―借り手と貸し手の間には、「情報の非対称性」(後述 II.3.(2)参照 )がある。

―借り手企業の経営分析などによって、銀行は「情報の非対称性」の程度を減少

→つまり、情報を生産。

―典型的には、メインバンクによるシグナリング機能（下記 II.2.参照）

―銀行以外でも、証券会社や格付機関は、こうした情報を生産。しかし、メインバンク

の情報生産能力に比べて、相対的に弱い。

（ 3)取引コストの削減

―「取引コスト」がない場合には、資金提供者と資金調達者が直接取引きする（「直接

金融」）のと、銀行を経由する（「間接金融」）のと同じこと。銀行を経由すると、取

引コストが減少するため、銀行が存在。

＊「取引コスト」については、下記 3.(1)と菊澤(2006)を参照。

1.2. リスクの観点からの理由

（ 1)リスクの移転

―リスクの移転：預金者のリスクから銀行のリスクへ移転

―「直接金融」と「間接金融」の 1 つの相違点（上記、「取引コストの削減」は、より

基本的な相違）。
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（ 2)リスクの削減

―移転されたリスクを銀行は削減。

―銀 行は リ スク 管理 のプ ロ （「 専門 化 の利 益」）で あり 、資 金集 中のメ リッ トも （分 散

投資によるリスク削減）。

―資金集中のメリット→多様な資産の分散投資による資産価値変動リスク の削減（資産

の種類を増やすと、価値変動は相互に逆相関する可能性が高まるため）。

（ 3)リスクのプール（保険機能の供給）

―保険会社→純粋な「リスクのプール」機能

―預金も一種の保険と見なすことが可能→流動性リスクのプール（個々の預金者が流動

性の必要となる時期が異なるため、預金者を多数にすることによって、リスクのプー

ルが可能）。

（ 4)満期変換

―銀行による短期調達の長期運用→預金者は短期運用だが、借り手は長期調達が可能。

1.3. 決済機能

―預金口座で資金決済機能（銀行はインターバンク決済システム＜日銀ネット、全銀シ

ステム＞のメンバーであるため）を提供。預金者は、銀行から資産運用と決済サービ

スとの 2 つの便益を受ける。

2.メインバンクでみる銀行の存在理由

（ 1)「メインバンク」とは？

―企 業か ら みて 、借 入残 高 の最 も多 い銀 行 （株 式の 「持合 （政 策投 資 ）」も）。 日本 の

銀行と企業の関係における大きな特徴と言われている（程度の差で、欧米やアジアで

も）。

（ 2)メインバンクの機能（レジュメ末の別紙参照）

―銀行と企業が取引コストの少ない金融取引をしようとすると、必然的に生じる関係

←というのは、メインバンクは次のような機能を提供。この機能は、銀行と企業の長期

的な関係に適している。

①モニタリング機能

②ラストリゾート機能

③シグナリング機能

―この機能は前記（ 1.1(2)）、銀行による「情報の生産」の典型例。

3. 役立つ経済理論

（ 1)取引コスト経済学

―生産コストに対立する概念 。「取引コスト」とは、経済主体の「機会主義的行動」と
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「限定合理性」や経済主体相互間の「情報の非対称性」（下記（ 2））を前提にしたうえ

で、 契約 を 実行 させ るコ ス ト（「不 完 備契 約問 題」）や 「取 引特 定性」 から 生じ るコ ス

トなど（菊澤(2006)参照）。

― R. Coase（ 1991 年ノーベル賞）、 D. North(1993 年ノーベル賞 )、 O. Willamson（ 2009 年ノー

ベル賞）によって発達し、「新制度（派）経済学」、「組織の経済学」、「比較制度分析」

などと呼ばれる学派を形成。経済学のみならず、経営学、法学、政治学、会計学、社会

学などにも多大な影響。

（ 2)「情報の非対称性」理論

― Akerlof のレモン市場分析（ 1970 年）→ 2001 年、ノーベル賞（ Stiglitz, Spence と共に)。

―売り手と買い手といった取引の当事者が、お互いに持っている情報の質と量は、同じ

ではないこと。こうした状況では、相手の言い分が正しいかどうかの判断ができず、

時にはだまされてしまうとか、双方の利益になる取引が行われないことも生じる 。「情

報の非対称性」の下で取引を行うには、生産コストとは別に、取引コストがかかる。

（ 3)規模の経済性＋範囲の経済性

―「規模の経済性（ Economies of scale）」とは、生産量が増えると単位あたりの生産コス

トが減少すること。

―「範囲の経済性（ Economis of scope）」とは、複数の財・サービスを同じ組織 で生産

すると、単位当たりのコストが減少すること。

（ 4)専門化の利益（アダム・スミスの理論）

―仕事を分割すると、各仕事に専門化することによって、生産性が高まること。

（ 5)リスク・マネジメント論＋ファイナンス理論

―リスク移転や削減の仕組みを理論的に説明。

Ⅲ . 大きな銀行は良い銀行か？

＊米国の 銀行に占める「総資産 10 億ドル (1,000 億円 )未満の銀行」の比率は、 93.33%（富

山銀行の総資産は 4,516 億円(2014/3 月末)）。米国の銀行数は、 9,459 行（ 2003 年末）。

1.「規模の経済性」理論からの見方

（ 1)一般論

― あ る 単一 の 財 ・ サー ビ ス を 生産 す る 場 合、 生 産 量 が多 く な れ ばな る ほ ど 、単 位 当 たり

生産コストが減少すること。

（ 2)銀行業への適用

― 規 模 の経 済 性 が 銀行 業 に 存 在す る と す れば 、 銀 行 は業 務 の 量 的拡 大 に よ って 、 利 益を

増 大 させ る こ と がで き る 。 高度 成 長 期 にお け る 銀 行の 店 舗 拡 大戦 略 や 最 近の 銀 行 統合
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によるメガバンクの登場、地域金融機関の合併などの理論的裏付けとされている。

2.「範囲の経済性」理論からの見方

（ 1)一般論

― 複 数 の財 ・ サ ー ビス を 同 じ 組織 で 生 産 する と 、 単 位当 た り の コス ト が 減 少す る こ と。

あ る 生産 物 の 生 産プ ロ セ ス の中 に 、 他 の生 産 物 の 生産 に と っ て無 コ ス ト で転 用 可 能な

「共通生産要素」が存在していることから発生する。「共通生産要素」として、例えば

「情報」や「ノウハウ」などがある。

（ 2)銀行業への適用

―範囲の経済性が銀行業にも存在するとすれば、銀行は従来の預金・貸出にとどまらず、

保 険 や証 券 業 務 にも 多 角 化 する （ コ ン グロ マ リ ッ ト化 も 含 む ）こ と に よ って 、 利 益を

増 大 させ る こ と がで き る 。 最近 の 保 険 窓販 や 証 券 業務 へ の 進 出の 理 論 的 裏付 け と され

ている。

3.取引コスト経済学からの見方

（ 1)一般論

― 上 記 のよ う に 、 規模 の 経 済 性や 範 囲 の 経済 性 が 存 在す る 財 ・ サー ビ ス に おい て 、 ある

組 織 が 規模 の 拡 大 や多 角 化 を する と 、 単 位当 た り の コス ト が 減 少す る こ と にな る 。 この

た め 、 生産 す る 財 ・サ ー ビ ス の量 と 数 を 無限 に 拡 大 する こ と が でき る は ず であ り 、 その

よ う な 財・ サ ー ビ スを 生 産 す る組 織 は 「 自然 独 占 」 の状 態 に な るは ず で あ る（ 大 き な組

織が効率的となる）。

し か し、 こ の よ うな 経 済 性 が存 在 す る こと は 、 あ くま で も 規 模の 拡 大 や 多角 化 の 技術

的前提にすぎない。実際に、それらの経済性が発揮されるための十分条件としては 、「組

織 内取 引コ ス ト」（＝ 「 官僚 制コ スト 」）が 増大 しな いよ うな ガバナ ンス ・ス トラ クチャ

ー が 必 要で あ る 。 その よ う な ガバ ナ ン ス ・ス ト ラ ク チャ ー が 構 築さ れ な い と、 組 織 の規

模 拡 大 とと も に 、 組織 内 部 で の取 引 コ ス トが 増 大 す るた め 、 技 術的 に は 規 模の 経 済 性や

範 囲 の 経済 性 が あ って も 、 組 織全 体 と し ては 効 率 的 とな り え ず 、必 ず し も 自然 独 占 の状

態にならないことも多い。

（ 2)銀行業への適用

― 組 織 内取 引 コ ス トを 無 視 で きな い と す ると 、 銀 行 の合 併 に よ る規 模 の 拡 大や 多 角 化は

必 ず し も、 利 益 増 大を も た ら すと は 限 ら ない 。 そ の 理由 を 銀 行 同士 の 合 併 によ る 単 純な

規模拡大（ A）、および異業種との合併（あるいは異業種への進出）といった多角化 (B)、

に分けてみると、次の通り。

①市場圧力の低下（ A+B）

―統合で大きくなった銀行内部では 、「親方日の丸的思考」によってインセンティブが低

下し、「大企業病」や「官僚制の非効率」がはびこる可能性。
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②組織内部での調整コスト（ A+B）

―例えば、合併銀行の内部では、出身銀行による派閥争いが多いこと。

③コア・コンピテンスの希薄化（ B）

― 特 定 の専 門 性 を もっ た 組 織 が、 多 数 の 業務 に 関 わ るこ と に よ って 、 そ の 専門 性 を 失っ

てしまうこと。このため、組織としての「コヒーレンス（一貫性）」をもった多角化が必

要とされている。

④利益相反(B)

―例えば、銀行が保険の販売で、貸し手としての立場から借り手に圧力をかけること。

⑤企業文化の衝突(B)

― 預 金 とい う 元 本 保証 の 商 品 を扱 う 銀 行 が、 株 式 な ど相 場 変 動 商品 を 扱 う と、 預 金 だけ

を扱っていた時とは異なるタイプの銀行員が多くなり、銀行に対する信頼が壊れること。
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